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令和6年度肝炎対策地域ブロック戦略合同会議の纏めと共有

１．ブロック会議とは・出席状況

２．アンケート調査 活動事例/総合討論

令和6年度 肝炎対策地域ブロック戦略合同会議ハイブリッド配信を
ご参加くださりありがとうございます（現在、確認用の動画配信中です）



肝炎対策地域ブロック戦略合同会議とは？
（通称 ブロック会議）

〇平成28年度から新たに開始された会議（9回目）
〇参加者：拠点病院、都道府県・保健所設置市行政担当者、肝炎対策推進室、
〇全国を①北海道・東北、②関東信越、③東海北陸、④近畿、⑤中国四国、⑥九州の
６ブロックに分けて、肝炎対策に係る各地域での課題解決に資する情報提供、連携協力
体制構築などに資する会議を開催するもの  

◆ 「顔の見える会議」である利点を活かし、拠点病院、
都道府県・保健所設置市担当者、厚労省等の関係者に有
用な情報を共有し、各地域における課題解決・連携強化
へ貢献する会議運営に努めていく

◆ 総合討論の充実を図っていく

双方向性の維持が重要(ハイブリッド配信は継続します）

セミクローズの会・配布資料web公開無(二次利用には出典記載）
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そもそもブロック会議とは？ 知っておいて欲しいこと

都道府県行政担当47
+保健所設置市(政令市20
+中核市62+三号市5)

地方厚生７(支)局
で肝炎対策会議

✓ 地方公共団体としては肝炎対策室から直接
説明・質問が可能な年度初めての会議

⇒保健所設置市はしっかり聞きたい
✓ 配布資料：電子媒体無・参加者へ当日配布
(肝炎室分、情報センター分をそれぞれが印刷)

✓ 議事録、Agendaも公開無
      ⇒セキュリティを担保が必要

(47都道府県・72施設)

2016年～

6～7月

*2015～オブザーバー参加

肝炎対策推進室が各ブロックに出向き
都道府県に加え 保健所設置市に

肝炎総合対策について説明する会議
⇒地方公共団体が主役！！
９月末～１０月末に開催
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R6年度 ブロック会議 (72拠点 47都道府県 87保健所設置市）
世話人ご施設に感謝します

自治医科大学

附属病院

内科学講座

消化器内科学部門・教授

森本直樹

現地参加：5

茨城医療C、日立総合、自治医科大、獨協

医科大、群馬大、埼玉医大、千葉大、虎の

門、武蔵野赤十字、横浜市立大学附属市民

総合医療C、聖マリアンナ医科大、北里

大、東海大学、横浜市立大、新潟大、山梨

大、信州大　(17）

茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉

県、　東京都、神奈川県、新潟県、山梨

県、長野県、水戸市、宇都宮市、前橋市、

高崎市、越谷市、さいたま市、川越市、川

口市、千葉市、船橋市、柏市、八王子市、

町田市、横浜市、川崎市、相模原市、横須

賀市、藤沢市、茅ケ崎市、新潟市、長野

市、松本市、甲府市　（1都9県23市）

ライトキューブ宇都宮

2階大会議室２０１

(宇都宮駅隣接）

〒321-0965

栃木県宇都宮市宮みらい

１−20

TEL　028-611-5522

https://light-cube.jp/

久留米大学病院

福岡県肝疾患相談

支援センター長

井出達也

現地参加：3

久留米大、佐賀大、長崎医療C、熊本大、

大分大、宮崎大、鹿児島大、琉球大

（８）

福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、大分

県、　宮崎県、鹿児島県、沖縄県、福岡

市、北九州市、久留米市、長崎市、佐世保

市、熊本市、大分市、宮崎市、鹿児島市、

那覇市　（8県11市）

博多シティ

10階大会議室

(博多駅隣接）

〒812-0012

福岡県福岡市博多区博多駅

中央街1番1号

TEL 092-292-9258

大阪医科薬科

大学病院

肝疾患センター長

朝井　章

現地参加：5

福井県済生会、滋賀医科大、大津赤十字、

京都大、京都府立医大、関西医科大、

大阪大、大阪公立大、近畿大、大阪医科薬

科大、兵庫医科大、奈良県立医科大、

南和歌山医療C、和歌山医大、神戸大

(15)

福井県、滋賀県、京都府、大阪府、兵庫

県、  奈良県、和歌山県、福井市、大津

市、京都市、大阪市、堺市、東大阪市、枚

方市、豊中市、  八尾市、寝屋川市、吹田

市、一宮市、高槻市、神戸市、姫路市、西

宮市、尼崎市、明石市、  奈良市、和歌山

市（2府5県20市）

アットビジネスセンター

PREEMIUM新大阪

911室

（新大阪駅傍）

〒532-0011

大阪府大阪市淀川区西中之

島5-14-10

新大阪トヨタビル9F

島根大学医学部

附属病院

肝疾患相談・支援セン

ター長　飛田博史

現地参加：3

鳥取大、島根大、岡山大、広島大、福山市

民、山口大、香川大、香川県立中央、

徳島大、愛媛大、高知大　（11）

鳥取県、島根県、岡山県、広島県、山口

県、香川県、徳島県、愛媛県、高知県、鳥

取市、松江市、岡山市、倉敷市、広島市、

福山市、  呉市、下関市、高松市、松山

市、高知市（9県11市）

松江テルサ

大会議室

（松江駅傍）

〒690-0003 島根県松江市

朝日町478-18

TEL 0852-31-5550

愛知医科大学

肝胆膵内科・教授

伊藤清顕

現地参加：7

富山県立中央、市立砺波総合、金沢大、

岐阜大、順天堂大学医学部付属静岡、

浜松医科大、名古屋大、名古屋市立大、

藤田医科大、愛知医大、三重大（11）

富山県、石川県、岐阜県、静岡県、愛知

県、  三重県、富山市、金沢市、岐阜市、

静岡市、浜松市、名古屋市、豊橋市、

岡崎市、豊田市、 四日市市（6県10市)

名古屋コンベンション

ホール

３階中会議室301

（名古屋駅～一駅）

〒453-6102

愛知県名古屋市中村区平池

町4-60-12　グローバル

ゲート

秋田大学医学部

附属病院

消化器内科准教授・

肝疾患相談センター長

後藤　隆

現地参加：5

北海道大、札幌医大、旭川医大、弘前大、

岩手医科大、山形大、東北大、秋田大、

市立秋田総合、福島県立医大（10）

北海道、青森県、岩手県、秋田県、宮城

県、　山形県、福島県　札幌市、旭川市、

小樽市、     函館市、青森市、八戸市、盛

岡市、山形市、  仙台市、秋田市、郡山

市、　いわき市、福島市（1道6県13

市）

秋田拠点センター

アルヴェ2階

多目的ホール

（秋田駅傍）

〒010-8506 秋田県秋田市

東通仲町4番1号

秋田拠点センターアルヴェ

TEL 018-825-3000

46/50施設

25/26施設

41/42施設

31/31施設

24/27施設

29/30施設

ハイブリッド
参加施設
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出席状況1. コロナ禍＝web併用後の参加状況
web化で自治体(保健所設置市)の参加数増加⇒出席登録者(欠席者も含)は会議後DVD視聴可能

➢ R2オンデマンドのみ 434名
→地方公共団体 110自治体 206名
→拠点病院 71施設 228名 *アンケート返信数413名(95%)                                                       

➢ R1会場開催 255名
→地方公共団体 88自治体 114名
→拠点病院 67施設 143名 *アンケート返信数225名(88%)

➢ R3ハイブリッド+オンデマンド 448名
→地方公共団体 114自治体 198名
→拠点病院 71施設 250名 *アンケート返信数402名(90%)                                                       

➢ R4ハイブリッドのみ+DVD(欠席者9) 428名

→地方公共団体 120自治体 228名
→拠点病院 71施設 200名  *アンケート返信数382名(89%)                                                       

⇒直前にLive参加者～オンデマンド配信変更者増加 オンデマンドのみ(25自治体・10拠点)



出席状況2: 昨年度との比較 地方公共団体からの参加申し込み数は更に増加も拠点

➢ R6 ハイブリッド開催（登録者[欠席者連絡者含]DVD視聴可＊自治体Vimeo） 
→全体：444*名 現地226名 (現地率48%↓) ＊オンデマンド未

      →地方公共団体：246*名 現地87名(現地率33%↓)

       124*自治体 都道府県 46/47施設 106名 保健所設置市 79/87施設 158名
          (欠席9施設：沖縄 郡山 静岡 さいたま 越谷 八王子 町田 岐阜 八尾 ） 下線は昨年度も欠席

→拠点病院：198↓名 現地139名(現地率67%↓)
            71/72施設(←金沢大欠席⇒DVD希望視聴されず・・）

➢ R5 ハイブリッド開催（登録者[欠席者連絡者含]DVD視聴可） 
→全体：442名 現地226名 (現地率49%)

      →地方公共団体：242名 現地90名(現地率35%) DVD8名（当日欠席)
         125自治体 都道府県 47/47施設 102名 保健所設置市 78/87施設 140名
            (欠席：さいたま 越谷 八王子 岐阜 一宮 福井 八尾 姫路 和歌山）下線は昨年度も欠席

→拠点病院：200名 現地139名(現地率70%)
           72/72施設



出席状況３: 昨年度との比較 全体と拠点病院→

関東信越・東海北陸（名古屋＋意見交換会）拠点病院現地率低下

会場へ不参加拠点病院(８→11*) : 横浜医 聖マリ 北里 東海 山梨 信州 砺波 金沢
滋賀 兵庫医 香川（下線赤字は連続会場参加無）+事業担当者医師参加無2：順天静岡・奈良医

*獨協医大・茨城医療センター・近畿大→非登録者が当日会場参加（通常はお受けできません）

R6ブロック名 開催都市 申込施設
Hybrid

参加施設
出席人数

現地

参加人数
現地率

北海道・東北30 秋田 30 29 65 38 53.5%

関東信越50 宇都宮 46 46 102 40 37.7%

東海北陸27 名古屋 26 24 57 32 54.2%

近畿42 大阪 41 41 86 45 49.5%

中国四国31 松江 31 31 76 37 44.0%

九州26 博多 26 25 58 34 57.6%

合計 200 196 444 226 48.1%

R5ブロック名 開催都市 申込施設数参加施設数 出席人数 現地参加人数 現地率

北海道・東北30 福島 30 30 65 33 50.0%

関東信越50 横浜 47 47 100 51 49.0%

東海北陸27 浜松 25 26 53 32 58.2%

近畿42 大阪 39 37 83 47 54.7%

中国四国31 高松 31 31 84 37 43.5%

九州26 宮崎 26 26 57 26 40.6%

合計 198 197 442 226 49.1%

R5ブロック名 開催都市 参加施設数 参加施設率 申込人数 出席人数 出席率 現地施設数現地施設率現地参加数 現地率

北海道・東北 10 福島 10 100% 32 32 100.0% 10 100.0% 20 63%

関東信越 17 横浜 17 100% 42 39 92.9% 13 76.5% 25 64%

東海北陸 11 浜松 11 100% 24 24 100.0% 10 90.9% 21 88%

近畿 15 大阪 15 100% 37 36 97.3% 14 93.3% 28 78%

中国四国 11 高松 11 100% 43 43 100.0% 9 81.8% 26 60%

九州 8 宮崎 8 100% 28 26 92.9% 8 100.0% 19 73%

合計 72 100% 206 200 97.1% 64 88.9% 139 70%

R6ブロック名 開催都市 参加施設数 参加施設率 申込人数 出席人数 出席率 現地施設数現地施設率 現地参加数 現地率

北海道・東北 10 秋田 10 100% 33 32 97.0% 10 100.0% 26 79%

関東信越 17 宇都宮 17 100% 40 40 100.0% 11 64.7% 21 53%

東海北陸 11 名古屋 10 91% 29 28 96.6% 9 81.8% 22 76%

近畿 15 大阪 15 100% 37 37 100.0% 13 86.7% 27 73%

中国四国 11 松江 11 100% 43 37 86.0% 10 90.9% 25 58%

九州 8 博多 8 100% 24 24 100.0% 8 100.0% 18 75%

合計 71 99% 206 198 96.1% 61 84.7% 139 67%



R6ブロック名 開催都市 参加施設率 申込人数 現地施設数 現地施設率 現地参加数 現地率

北海道・東北 ７ 秋田 100% 13 5 71.4% 8 62%

関東信越　10 宇都宮 100% 27 7 70.0% 16 59%

東海北陸 6 名古屋 100% 13 3 50.0% 8 62%

近畿 7 大阪 100% 13 7 100.0% 9 69%

中国四国 9 松江 100% 20 7 77.8% 10 50%

九州 8 博多 100% 20 5 62.5% 12 60%

合計 100% 106 34 72.3% 63 62%

出席状況4:昨年度との比較 都道府県と保健所設置市⇒県会場参加↑連続会場参加市も

会場へ不参加都道府県(18→13): 北海道 宮城 新潟 山梨 神奈川 三重 石川 富山
愛媛 山口 長崎 宮崎 沖縄→会場に来られませんか？＊下線赤字は連続会場参加無

会場参加保健所設置市(18→17)：秋田 福島 仙台 宇都宮 川崎 相模原 浜松 岡崎 *静岡/名古屋変更

大阪 高槻 京都 神戸 尼崎 松江 福岡 北九州 佐世保 熊本 下線 世話人施設地域 緑:昨年会場参加

R5ブロック名 開催都市 参加施設率 申込人数 現地施設数現地施設率現地参加数 現地率

北海道・東北 ７ 福島 100% 14 5 71.4% 9 64%

関東信越　10 横浜 100% 26 6 60.0% 18 69%

東海北陸 6 浜松 100% 15 2 33.3% 6 46%

近畿 7 大阪 100% 13 6 85.7% 9 69%

中国四国 9 高松 100% 20 6 66.7% 9 45%

九州 8 宮崎 100% 18 4 50.0% 6 35%

合計 100% 106 29 61.7% 57 56%

R6ブロック名 開催都市 参加施設率 申込人数 現地施設数 現地施設率 現地参加数 現地率

北海道・東北13 秋田 100% 25 3 23.1% 4 16%

関東信越20 宇都宮 83% 39 3 15.8% 4 10%

東海北陸11 名古屋 91% 17 3 30.0% 5 29%

近畿19 大阪 95% 41 5 27.8% 11 27%

中国四国11 松江 100% 21 1 9.1% 3 14%

九州10 博多 100% 15 4 40.0% 4 27%

合計 93% 158 19 23.5% 31 20%

R5ブロック名 開催都市 参加施設率 申込人数 現地施設数現地施設率 現地参加数 現地率

北海道・東北13 福島 100% 20 2 15.4% 5 25%

関東信越20 横浜 87% 36 6 26.1% 9 26%

東海北陸11 浜松 82% 16 4 36.4% 5 31%

近畿19 大阪 79% 36 3 15.8% 10 29%

中国四国11 高松 100% 22 1 9.1% 2 10%

九州10 宮崎 100% 18 2 20.0% 2 14%

合計 90% 148 18 20.7% 33 24%



肝炎対策地域ブロック戦略合同会議に合わせて「意見交換会」開催中
スライドせずコメントのみで進行する「真の意見交換会」⇒R7 広島県

⇒肝Co養成講習会持ち回り⇒講師は4拠点病院より
⇒継続規定無⇒継続規定制定を県が検討中
⇒継続（フォローアップ）研修会開催の

4拠点病院連携・実施は？？（成果も今後必要では）



令和6年度肝炎対策地域ブロック戦略合同会議の纏め

２．総合討論/活動事例/意見交換会

令和6年度 肝炎対策地域ブロック戦略合同会議ハイブリッド配信を
ご視聴くださりありがとうございます

↑群馬県 初回・定期検査費用助成案内 ↑青森県 肝Coバッチ(R7年度～)
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ブロック会議の基本構成（4時間超⇒H30～3時間→R5 3.5時間）

１．厚生労働省肝炎対策推進室(80分→R1～70分 R3～50分 R4～35分)
 
２．肝炎情報センター（70分→R１～60分)
 ・ 政策研究班（H30～考藤班)    ・ 情報C(拠点病院現状調査結果報告）
      ・ 肝炎の疫学 ・ 事務局より (R1～今後の予定やブロック会議の目的を説明)

3.  活動事例報告（約30～40分⇒R1 ～35分)
・拠点病院（２施設 H30～1施設）

→R1～拠点病院・地方公共団体（１施設ずつ 計35分）
好事例よりも地域特徴に併せた活動報告・地方公共団体へ発言機会拡大

R1～各地方公共団体からの発表中、2施設を第2回協議会参加者向け研修会で発表し共有

４．総合討論（約30分)：→H30：都道府県から数分で活動内容報告
R1：活動内容を事前に記載⇒政令市・中核市から

も活動内容報告（当日指名＋終了後のアンケート)
                                         R4 : 35分確保へ（参加者のコメントを）

R2：オンデマンド配信のみ

今年度から1,2  2,3間の休憩時間を10～15分→リフレッシュとともに名刺交換等施設間交流を



①自治体からの意見・取り組み②肝Co育成・活用
③自治体肝炎ウイルス検査・FU事業④他施設連携 30%↑

⇒別ブロック・職域・肝がん助成・・・

ブロック会議アンケート結果（テーマについて R6）
①自治体の取組（拠点・自治体が希望） ②肝Co活用（拠点希望） ③FU事業(保健所設置市希望）

R5: ①肝Co活用(45%) ②自治体からの意見(43%) ③自治体肝炎ウイルス検査・FU事業(30%)
R6: ①自治体からの意見(48%) ②肝Co活用(39%)↓③自治体肝炎ウイルス検査・FU事業(33%)

⇒別ブロック・肝がん助成(28%)↑ 他施設連携(25%)  職域(22%)  



R6年度の拠点病院・自治体活動報告発表施設と発表者
ご協力に感謝します（敬称略）→鹿児島大・奈良県・

拠点病院発表施設 拠点病院発表者 地方公共団体発表施設 地方公共団体発表者

関東

信越

自治医科大学附属病院

内科学講座

消化器内科学部門

森本 直樹

栃木県保健福祉部感染症対策課

　感染症対策担当感染症・肝炎

対策チーム

澤田　翔太

(さわだ　しょうた）

九州

鹿児島大学病院

肝疾患相談センター

副センター長

小田 耕平

（おだ　こうへい）

福岡県保健医療介護部

がん感染症疾病対策課

がん対策係　係長

大石　明

（おおいし　あきら）

近畿

大阪医科薬科大学病院

中央検査部　助教

肝疾患センター　副センター長

西川　知宏

（にしかわ　ともひろ）

奈良県　疾病対策課　感染病係

主任主事

0742-27-8612

坂野　瑞希

（さかの　みずき）

中国

四国

鳥取大学医学部附属病院

鳥取県肝疾患相談センター長

永原 天和

（ながはら たかかず）

島根県健康福祉部

　　薬事衛生課　感染症対策係

　主任保健師

川瀬　春香

（かわせ　はるか）

東海

北陸

三重大学医学部附属病院

肝炎相談支援センター

爲田雅彦

（ためだ　まさひこ）

愛知県感染症対策課

結核・肝炎グループ　課長補佐

伊藤　博美

（いとう　ひろみ）

北海道・

東北

市立秋田総合病院

消化器内科

中根　邦夫

（なかね　くにお）

秋田県健康福祉部

保健・疾病対策課

健康機危機管理チーム　主事

小川　匡

（おがわ　たすく）



拠点病院間連絡協議会・研修会では自治体活動報告を毎年共有
肝炎対策推進室・情報センター長から2施設推薦→自治体活動としてHP掲載

令和6年度 第2回 肝疾患診療連携拠点病院間連絡協議会参加者 (医師・責任者)向け研修会https://www.kanen.ncgm.go.jp/archive/conference/20250107160723.html
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R６ ブロック会議の総合討論議題（35分)

1. 令和6年4月の肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業の見直し以降の実施状況や

周知の工夫について

2. インターフェロンフリー治療後のC型肝炎患者に対する定期的なフォローアップの

必要性の説明や周知の状況、工夫等について
*非受診継続者への再勧奨・肝CO活用→埼玉医大 非受信者へ仮予約して電話で再勧奨

*定期検査助成促進→群馬県他 インターフェロンフリー助成時・ＤＡＡ終了時に費用助成案内
*継続受診調査→東京都 インターフェロンフリー助成者の継続受診率70%

3. 令和5年（昨年）度から肝炎対策において新たに取り組んでいる事項について

（新型コロナウイルス感染症の5類移行による肝炎対策（受検・受診・受療への促進等）

の影響も含めて）

 *啓発活動再開→山梨県・山梨大 商業施設で肝硬度・体組成検査を1000名に実施 継続予定

事前調査から数施設の取組状況を1～2分程度でコンパクトに紹介



R６ ブロック会議の総合討論内容（35分)

https://www.kanen.ncgm.go.jp/archive/conference/20240425160720.html

拠点病院内：患者抽出（医事課・肝Co活用）⇒ 医事課・肝Co拾い上げ・研修会で周知→初診時：入院時に制度説明？
拠点病院内：⇒医療従事者研修・肝Co研修会で周知→MSW(助成説明者）を中心とした説明会は？

非受診継続者への再勧奨・肝CO活用

⇒非受信者仮予約＋電話で再勧奨

定期検査助成促進⇒DAA助成時＋

終了時に再度、費用助成案内

継続受診調査

⇒助成者の継続受診率70%

①肝がん助成促進

①定期検査助成促進 SVR後継続受診維持 ↓ご意見 ＋α（HCV抗体終生陽性）



R６ ブロック会議の総合討論内容⇒オンデマンド配信中

他ブロックの取組が共有可能です⇒希望された155名にすでにURLを送信済⇒1月27日まで



参考資料 保健所設置市の参加状況



参考 保健所設置市の参加状況（北海道・東北ブロック）

COVID19感染症→web配信導入→参加施設↑→オンデマンド配信（参加登録有視聴無↑）→ハイブリッド配信中心

世話人 開催地 札幌市 函館市 小樽市 旭川市 青森市 盛岡市

2016 山形大 山形市 X X X X X 八戸市 X

2017 北海道大 札幌市 ◎ ◎ ◎ ◎ X X X

2018 岩手医大 盛岡市 X X X X X ◎ ◎
2019 札幌医大 札幌市 ◎ ◎ ◎ ◎ X X X

2020 〇オン 〇オン X 〇オン 登録有回答無 X 登録有回答無

2021 東北大 仙台市hybrid 〇オン 〇オン X 〇W 〇オン 〇オン 〇オン
2022 旭川医大 旭川市hybrid 〇W 〇W 〇W ◎ 登録後欠席 X ◎
2023 福島医大 福島市hybrid 〇W w欠→DVD 〇W 〇W 〇W 〇W 〇W
2024 秋田大 秋田市hybrid 〇W 〇W 〇W 〇W 〇W 〇W 〇W

世話人 開催地 仙台市 秋田市 郡山市 いわき市

2016 山形大 山形市 ◎ X ◎ ◎
2017 北海道大 札幌市 ◎ X X X 福島市

2018 岩手医科 盛岡市 ◎ 山形市 X ◎ ◎ X

2019 札幌医科 札幌市 ◎ X X X X X

2020 〇オン 〇オン X 登録後欠席 〇オン 〇オン
2021 東北大 仙台市hybrid ◎ 〇オン X 〇オン ◎ 〇オン
2022 旭川医大 旭川市hybrid 〇W 〇W X 〇W 〇W X

2023 福島医大 福島市hybrid ◎ 〇W 〇W 〇W 〇W ◎
2024 秋田大 秋田市hybrid ◎ 〇W ◎ 〇W 〇W ◎

web（オンデマンド）

web（オンデマンド）



参考 保健所設置市の参加状況（関東信越ブロック）

川越市・さいたま市・八王子市・町田市参加呼びかけを（埼玉県/東京都ご検討ください）

世話人 開催地 宇都宮市 前橋市 高崎市 さいたま市 越谷市 川越市 千葉市 船橋市 柏市

2016 山梨大 甲府市 X X X X 〇 X X 〇 〇
2017 虎の門 千代田区 〇 〇 X 〇 〇 X 川口市 〇 〇 〇
2018 新潟大 新潟市 〇 〇 X X 〇 X 〇 〇 X 〇
2019 信州大 長野市 水戸市 〇 〇 X X X X 〇 X X 〇
2020 〇オン 〇オン X X 〇オン 〇オン X 〇オン 〇オン 〇オン 〇オン
2021 千葉大 千葉市H X W欠→D 〇DVD X W欠→D W欠 X 〇オン 〇オン ◎ W欠→D

2022 茨城医療C 筑波市H 〇W 〇W 〇W X 〇W 〇W X 〇W 〇W 〇W 〇W
2023 東海大 横浜市H ◎ 〇W 〇W 〇W X 〇W X ◎ 〇W 〇W 〇W
2024 自治医大 宇都宮市H 〇W ◎ 〇W 〇W X 〇W X 〇W 〇W 〇W 〇W

世話人 開催地 八王子市 町田市 横浜市 川崎市 相模原市 横須賀市 藤沢市 新潟市 長野市

2016 山梨大 甲府市 X 〇 〇 〇 〇 X X 茅ヶ崎市 〇 X

2017 虎の門 千代田区 〇 〇 〇 〇 〇 X 〇 〇 〇 〇
2018 新潟大 新潟市 X X 〇 X 〇 〇 X X 〇 X 甲府市

2019 信州大 長野市 X X 当日欠席 X 〇 〇 X X 〇 〇 〇
2020 X X 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 松本市 〇
2021 千葉大 千葉市H X X 〇オン 〇 〇 〇 〇 〇オン 〇オン 〇 〇 〇
2022 茨城医療C 筑波市H X X 〇 ◎ 〇 〇 〇 〇 登録後欠 〇 〇 〇
2023 東海大 横浜市H X 〇オン ◎ ◎ ◎ 〇オン 〇オン ◎ 〇W 〇W 〇W 〇W
2024 自治医大 宇都宮市H X X 〇オン ◎ ◎ 〇W 〇W 〇W 〇W 〇W 〇W 〇W

web(オンデマンド)

web(オンデマンド)

COVID19感染症→web配信導入→参加施設↑→オンデマンド配信（参加登録有視聴無↑）→ハイブリッド配信中心



世話人 開催地 富山市 金沢市 岐阜市 静岡市 浜松市

2016 藤田大 名古屋市 X X X X ◎
2017 順天堂静岡 沼津市 X X X ◎ ◎
2018 金沢大 金沢市 X ◎ X ◎ ◎
2019 名古屋市大 名古屋市 X X X ◎ ◎
2020 X X X 〇オン 〇オン
2021 岐阜大 岐阜市H X 〇W ◎ 〇W 〇W
2022 富山県中 富山市H ◎ 〇W X 〇W 〇W
2023 浜松医大 浜松市H 〇W 〇W X ◎ ◎
2024 愛知医大 名古屋市H 〇W 〇W X ◎ ◎

世話人 開催地 名古屋市 豊橋市 岡崎市 豊田市 四日市市

2016 藤田大 名古屋市 ◎ ◎ ◎ ◎ X

2017 順天堂静岡 沼津市 ◎ ◎ ◎ ◎ X

2018 金沢大 金沢市 ◎ ◎ ◎ X X

2019 名古屋市大 名古屋市 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
2020 〇オン 〇オン 〇オン 〇オン 一宮市 〇オン
2021 岐阜大 岐阜市H 〇W 〇オン 〇W 〇W X 〇W
2022 富山県中 富山市H 〇W 〇W 〇W 〇W X 〇W
2023 浜松医大 浜松市H 〇W ◎ ◎ 〇W X 〇W
2024 愛知医大 名古屋市H ◎→〇W 〇W ◎ 〇W 〇W 〇W

web（オンデマンド）

web（オンデマンド）

参考 保健所設置市の参加状況（東海北陸ブロック）⇒名古屋市会場 live

COVID19感染症→web配信導入→参加施設↑→オンデマンド配信（参加登録有視聴無↑）→ハイブリッド配信中心

欠



世話人 開催地 大津市 京都市 大坂市 堺市 高槻市 東大阪市 枚方市 豊中市

2016 大阪市大 大阪市 〇 〇 X 〇 〇 〇 〇 〇
2017 兵庫医大 大阪市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 八尾市

2018 奈良医大 橿原市 X 〇 〇 〇 〇 〇 〇 X 〇 寝屋川市

2019 福井済生会 福井市 X 当日欠席 〇 〇 〇 X 〇 X X X

2020 〇オン登録有回答無登録後欠席登録有回答無〇オン X 〇オン 〇オン 〇オン X

2021 和歌山医大 和歌山市h 〇W 〇W 〇W 〇W X 〇W 〇W 〇W 〇W 〇W
2022 京都府立医大 京都市h 〇W 〇W ◎ 〇W 〇W 〇W 〇W 〇W X 〇W
2023 大阪大 大阪市h ◎ 〇W ◎ 〇W 〇W 〇W 〇W 〇W X 〇W
2024 大阪医薬大 大阪市h 〇W ◎ ◎ 〇W ◎ 〇W 〇W 〇W X 〇W

世話人 開催地 神戸市 姫路市 西宮市 尼崎市 奈良市 和歌山市

2016 大阪市大 大阪市 〇 〇 〇 〇 〇 〇
2017 兵庫医大 大阪市 〇 〇 X 〇 X X 明石市

2018 奈良医大 橿原市 〇 〇 X 〇 X X X 福井市

2019 福井済生会 福井市 〇 X X X X X X 吹田市 〇
2020 〇 X X 登録後欠席 〇 〇 〇 〇 〇
2021 和歌山医大 和歌山市h 〇W X 〇W 〇W 〇W 〇W 〇W 〇W 〇W
2022 京都府立医大 京都市h 〇W X 〇W 〇W 〇W 〇W X 〇W 〇W
2023 大阪大 大阪市h ◎ X 〇W 〇W 〇W 〇W 〇W 〇W X

2024 大阪医薬大 大阪市h ◎ 〇W 〇W ◎ 〇W 〇W 〇W 〇W 〇W

オンデマンド

オンデマンド

参考 保健所設置市の参加状況（近畿ブロック）

COVID19感染症→web配信導入→参加施設↑→オンデマンド配信（参加登録有視聴無↑）→ハイブリッド配信継続



世話人 開催地 岡山市 倉敷市 広島市 福山市 呉市 下関市

2016 愛媛大 松山市 ◎ ◎ X X X △
2017 岡山大 岡山市 ◎ ◎ X X X ◎
2018 高知大 岡山市 ◎ ◎ 〇 X X ◎
2019 山口大 岡山市 ◎ ◎ X 〇 X ◎
2020 〇オン 〇オン登録も欠席 X 〇オン 〇オン
2021 徳島大 徳島市H 〇W 〇W 〇オン X 〇オン 〇W
2022 広島大 広島市H 〇W 〇W 〇W 〇W 〇W 〇W
2023 香川県中 高松市H 〇W 〇W 〇W 〇W 〇W 〇W
2024 島根大 松江市H 〇W 〇W 〇W 〇W 〇W 〇W

世話人 開催地 高松市 松山市 高知市

2016 愛媛大 松山市 X 〇 X

2017 岡山大 岡山市 鳥取市 松江市 X X X

2018 高知大 岡山市 ◎ X X X X

2019 山口大 岡山市 ◎ ◎ X X X

2020 〇オン 〇オン 〇オン X X

2021 徳島大 徳島市H 〇W 〇W 〇W X X

2022 広島大 広島市H 〇W 〇W 〇W X 〇W
2023 香川県中 高松市H 〇W 〇W ◎ 〇W ◎
2024 島根大 松江市H 〇W ◎ 〇W 〇W 〇W

オンデマンド

オンデマンド

参考 保健所設置市の参加状況（中国四国ブロック）

COVID19感染症→web配信導入→参加施設↑→オンデマンド配信（参加登録有視聴無↑）→ハイブリッド配信中心



参考 保健所設置市の参加状況（九州ブロック）

世話人 開催地 北九州市 福岡市 久留米市 長崎市 佐世保市 熊本市

2016 久留米大 福岡市 〇 〇 〇 〇 〇 〇
2017 鹿児島大 鹿児島市 X 〇 X X X 〇
2018 熊本大 熊本市 〇 〇 X X X 〇
2019 佐賀大 佐賀市 〇 当日欠席 〇 X 〇 〇
2020 〇オン 〇オン 〇オン 〇オン 〇オン 〇オン
2021 大分大 大分市H 〇W 〇W 〇オン 〇W 〇W 〇W
2022 長崎医療C 長崎市H 〇W 〇W 〇W 〇W 〇W 〇W
2023 宮崎大 宮崎市H 〇W ◎ 〇W 〇W 〇W 〇W
2024 久留米大 福岡市H ◎ ◎ 〇W 〇W ◎ ◎

世話人 開催地 大分市 宮崎市 鹿児島市 那覇市 大牟田市

2016 久留米大 福岡市 〇 〇 X 〇 〇
2017 鹿児島大 鹿児島市 〇 X 〇 X X

2018 熊本大 熊本市 〇 X X X 〇
2019 佐賀大 佐賀市 〇 X X X X

2020 〇オン X 〇オン 〇オン 中核市脱退

2021 大分大 大分市H ◎ 〇オン 〇W 〇W
2022 長崎医療C 長崎市H 〇W 〇W 〇W 〇W
2023 宮崎大 宮崎市H 〇W ◎ 〇W 〇W
2024 久留米大 福岡市H 〇W 〇W 〇W 〇W

オンデマンド

オンデマンド

COVID19感染症→web配信導入→参加施設↑→オンデマンド配信（参加登録有視聴無↑）→ハイブリッド配信中心
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